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洲本市域学連携

「青空マーケット」設営の協力、図面に沿って立ち上げていった。

企画・活動概要

・洲本市が複数の大学とすでに実施している「域学連携」に参加するこ

とになった。大学の社会共創としての本格的な取り組みは次年度から

となるが、ゼミとして先行して実施することになった（研究演習Ⅰ、2年

生）。

・ゼミの開始が9月末なので、ゼミ生に観光マネジメントに関する本を読

ませ、課題やレポートを書かせながら、淡路島洲本市の産業や観光に

ついて調べさせた。

≪洲本市フィールドワーク≫

・10月25日（日）：洲本市訪問、午前中「青空マーケット」のサポートおよ

び見学をして、午後は洲本市担当者の案内で洲本市内を見学したの

ち、「域学連携」の課題の一つになっている「鮎屋（あいや）地区」を視

察した

≪発表会に挑戦≫オンライン発表会

・2月11日（水）：日本観光研究学会関西支部 ＮＰＯ観光力推進ネット

ワーク・関西 学生連絡協議会主催の学生発表会で発表した。7大学

12名のチームが参加。プロジェクトの途中の中間発表であったが、次

年度はプロジェクトの完成版を発表させたい。

経緯・背景・目的

取り組む課題

◇ゼミとして取り組む課題

１．「青空マーケット」をいかに島内、島外（京阪神）に告知するか

新しい淡路島さんの商品開発をどうするか

２．「鮎屋（あいや）地区」の活性化をどうするか

の2点がメインであったが、２．の「鮎屋地区」の活性化をメイン

にすることになった。

具体的な提案は次年度に実施する予定である。

本学（学生）の役割

活動結果・成果・学生が成長した点・学生が身につけた能力

今回は「洲本市域学連携」がスタートしたばかりで途中経過ですが、学生たちの経験として2月の発

表会にも挑戦しました。
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